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行

黒
木
の
暮
れ
市

昨
年
12
月
23
日（
土
）に
、
黒
木

の
暮
れ
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
黒
木
の

町
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
黒
木
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
中
心
に
昔
懐
か

し
い
暮
れ
市
を
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み

が
始
ま
り
、
今
回
で
９
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
石
蔵

直
売
所
の
方
々
の
協
力
も
い
た
だ
き
、

地
元
の
新
鮮
な
と
れ
た
て
野
菜
や
果
物
、

加
工
食
品
、
花
苗
、
矢
立
農
村
公
園
の

ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
一
番
人

気
は
、
先
着
２
０
０
人
に
振
る
舞
わ
れ

た
出
来
た
て
の
豚
汁
と
つ
き
た
て
の
餅

で
し
た
。

　

暮
れ
市
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

３
年
前
か
ら
薩
摩
の
猿
回
し
劇
場
も
同

時
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
区
内
外
か
ら

多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
う

れ
し
い
限
り

で
す
。
黒
木

の
地
域
力
を

発
揮
し
、
黒

木
を
も
っ
と

元
気
に
し
て

い
き
た
い
で

す
。

　
（
黒
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

鬼
火
焚
き

冬
の
高
城
川
の
寒
空
に
、
パ
チ

パ
チ
、
ド
カ
ー
ン
と
豪
快
に
竹
が
は
ぜ

る
音
や
木
材
の
焼
け
落
ち
る
音
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
厄
除
け
の
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
鬼
火
焚
き
。
私

は
日
没
前
に
、
夫
と
娘
を
連
れ
て
会
場

の
河
川
敷
に
向
か
い
ま
し
た
。
河
川
敷

に
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

組
ま
れ
た
大
き
な
や
ぐ
ら
が
据
え
て
あ

り
、
４
月
に
城
上
小
学
校
に
入
学
予
定

の
子
ど
も
た
ち
や
厄
年
の
方
、
年
男
年

女
の
方 

、
新
成
人
の
方
な
ど
、
約
40

人
で
や
ぐ
ら
に
一
斉
に
点
火
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
豚
汁
、
焼
き
餅
、
メ
ザ
シ
が

振
る
舞
わ
れ
、
皆
さ
ん
で
今
年
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

私
も
娘
と
一
緒
に
点
火
し
な
が
ら
、

娘
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
、
幸
福
感

い
っ
ぱ

い
の
夜

に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（
じ
ょ
か
ん
こ
・
35
歳
女
性
）

初
日
の
出
in
月
屋
山

月
屋
山
は
港
町
に
あ
る
川
内
川

を
一
望
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
、「
初
日

の
出
in
月
屋
山
」を
開
催
し
て
初
日
の

出
を
拝
ん
で
い
ま
す
。

　

３
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
約
１
５

０
人
の
参
加
が
あ
り
、
雲
の
間
か
ら
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
初
日
の
出
を
拝
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
月
屋
山
の
山
頂

に
あ
る「
願
い
の
鐘
」越
し
に
差
し
込

む
日
の
光
は
、
ま
る
で「
願
い
が
か
な

い
そ
う
な
初
日
」で
し
た
。
下
山
後
は
、

月
屋
山
甘
酒
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

前
回
、
前
々
回
は
、
初
日
の
出
と
併

せ
て
川
内
川
あ
ら
し
も
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
残
念
な
が

ら
、
川
内
川
あ
ら
し
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

近
年
、
川
内
川
あ
ら
し
の
情
報
発
信

を
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
の
方
な
ど
に
も
注

目
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に
月

屋
山
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
山

頂
の
環
境
改
善
、
登
山
道
の
整
備
、
駐

車
場
の
拡
大
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
月
屋
山
の
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
自
然
が
生
み
出
す

雄
大
な
奇
跡
の
光
景「
川
内
川
あ
ら
し
」

も
一
望
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
水
引
探
検
隊
in
月
屋
山
）

プレゼント
　３月号に掲載された方から、大
阪府堺市に拠点を置く、男子プロ
バレーボールクラブ「堺ブレザー
ズ」のメンバーのサイン入り色紙
を１名にプレゼント。
　 そ の 他、 掲 載 さ れ た 方 に は、
竹ノート（Ａ５版）を贈ります。

（当選の発表は、発送をもって代
えさせていただきます）
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2月は１年で最も寒い季節ですが、皆さんお変わりあり
ませんか？寒いと布団の中が心地よく、朝が弱い私は

なかなか起きられません。目覚まし時計の意味もなく、「あと
10 分…あと５分…」と起床時間を延ばし、その結果、支度す
る時間がなくなり、バタバタと慌ててしまう毎日…。という
のが悩みであります（笑）早く暖かくならないかと、春の陽気
が待ち遠しい今日この頃です。　　　　　　　　（川畑［樋脇］）

三十一文字（みそひともじ）、これは和歌の文字数である五・
七・五・七・七を合算した数字ですが、古くから日本人

はたった 31 文字の中に色々な情感を込めて文章を作ってきま
した。それは、現代においても変わることなく、多種多様な歌
が詠まれています。３倍以上の百数十文字もあるこの文章に
苦悩しながら、歌人達に感服する冬の日でした。 （中野［下甑］）

やくしょにコール

担当者の声

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。

献血にご協力ください
「わたしの街から届ける力　あなたの気持ちで救える命」

【時】＝２月23日（金）   9時30分～11時45分
　　　　　　　　　　 13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）

（22）8811

◎表紙の説明

無事故 ･ 無災害を祈る消防出初式
　１月７日（日）、川内川河川敷（西開聞町）において恒例の消防出
初式が開催され、消防職員や各地域の消防団員など約 1,200 人が
参加しました。
　当日は、あいにくの曇り空でしたが、式典では、腕用ポンプ、
木

き

遣
や

り唄、纏
まとい

、一斉放水が披露され、河川敷に集まった観客らは、
職員や団員らの迫力ある演技や機敏な動作に見入っていました。
　表紙は、今回、同式典で初披露された｢はしご乗り｣です。出初
式の起源は江戸時代にさかのぼります。当時、城下町の火消した
ちは、火事の方角の見定めや消火活動に当たるために、はしごに
よるさまざまな技を身に付け、これを披露することで消防の大切
さを伝えたといわれています。
　はしご乗りは、乗り手だけでなく、はしごを支える支え手がい
てはじめて成り立つもので、消防団の団結と心意気を示す演技と
なっています。

23 2018.2.10　広報さつませんだい 22広報薩摩川内　2018.2.10


